
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市政への市民意見の反映を求め、生活クラブ運動グループ

では政策懇談会を毎年開催。市長の上田文雄さんと意見交換。 

       （中央が上田さん、2010 年 8 月） 

 

2014 年、市長室にて 

上田文雄さんは、人権派の弁護士として活

躍され、また、民間出身の札幌市長として

2003 年から３期 12年を務められ、2025 年 9 月

18 日、77 歳でご逝去されました。心から哀悼

の意を表します。 

生前、上田さんは市民ネットワークの取り

組みについて「札幌市議会をはじめ石狩･北広

島･当別･江別と代理人を送り込み、取り組ん

だ課題は平和であり人権であり環境問題であ

った。既成政党の議員活動の中心が首長の政

策をチェックすることであったものから、市
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クローズアップ 

自由にものを考え、 
表現できる社会であり続けるために  

－ 今、私たちは、どう行動すべきか － 
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昨
年
末
、
映
画
「
弁
護
人
」
を
観

た
。
韓
国
80
年
代
の
国
家
保
安
法

下
で
思
想
弾
圧
の
冤
罪
事
件
を
、
一

人
の
弁
護
士
（
後
の
ノ
ム
ヒ
ョ
ン
大

統
領
）
が
孤
軍
奮
闘
す
る
実
話
映
画

だ
。
正
義
感
あ
ふ
れ
る
弁
護
人
の
姿

が
感
動
的
だ
。
が
、
私
の
観
方
は
特

高
警
監
が
「
我
々
が
こ
の
国
を
護
っ

て
い
る
、
本
当
の
ア
カ
を
弾
圧
す
る

だ
け
が
仕
事
で
は
な
い
」
と
い
う
セ

リ
フ
の
も
つ
恐
ろ
し
さ
だ
。
個
人
の

内
心
・
思
想
信
条
に
権
力
が
介
入
す

る
社
会
。
面
倒
を
恐
れ
る
国
民
は
誰

も
が
口
を
つ
ぐ
み
、
誰
も
が
考
え
る

こ
と
を
止
め
て
し
ま
う
社
会
。
日
本

で
も
戦
前
・
戦
中
の
社
会
が
そ
う
で

あ
っ
た
。｢

国
体
維
持
」
や
戦
争
に

勝
つ
こ
と
は
全
て
を
正
当
化
し
た
。

結
果
、
誰
も
あ
の
無
謀
な
戦
争
を
止

め
ら
れ
な
か
っ
た
。 

国
体
を
廃
止
し
、
立
憲
主
義
を
明

示
す
る
と
と
も
に
「
戦
争
を
し
な
い

（
９
条
１
項
）
戦
争
で
き
な
い
（
９

故 上田文雄さん発！｢市民自治｣の推進を 
民活動の実践者が直接経験したことを踏まえ、

そこから湧き上がる切実な市民的課題を議会

において提起する、まさに市民の代理人活動

である」とエールを送ってくださいました。

（市民ネットワーク北海道 30周年～ がんばれ！市民 

ネット応援メッセージ ～） 

｢市民運動・消費者運動の中から湧き出る課

題意識」が市民ネットワークの活動の原点で

す。上田さんが貫いた｢市民自治が息づくまち

づくり」は今後も重要課題であり、引き続き

取り組みます。 

 
 

 

 

 
 

  

条
２
項
）
国
家
」
と
し
て
再
出
発
し

た
。
直
接
戦
禍
を
被
っ
た
国
民
は
も

と
よ
り
、
直
接
被
害
を
受
け
な
か
っ

た
者
も
、
戦
争
の
時
代
を
生
き
た
圧

倒
的
国
民
は
こ
れ
を
支
持
し
70
年

に
わ
た
り
護
り
続
け
た
。
そ
れ
は
悲

惨
な
戦
禍
を
嫌
悪
す
る
動
機
と
と
も

に
、
自
由
に
も
の
を
考
え
表
現
で
き

な
い
国
の
有
様
に
抗
う
歴
史
で
も
あ

っ
た
。
し
か
し
、
多
く
の
国
会
議

員
・
権
力
者
の
考
え
は
異
な
る
よ
う

だ
。｢

美
し
く
勁
い
国
」
の
た
め
に

｢

国
家
機
密
法
」
を
成
立
さ
せ
、
指

定
秘
密
が
何
な
の
か
分
か
ら
な
い
状

況
を
作
り
あ
げ
、
国
民
の
知
る
自
由

を
制
限
し
発
言
を
自
粛
さ
せ
る
。
国

民
生
活
の
隅
々
に
影
響
を
与
え
る
と

い
わ
れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
全
容
公
開
が
な

さ
れ
な
い
ま
ま
国
会
の
承
認
決
議
が

通
る
。
安
保
関
連
法
は
質
問
に
答
え

ず
首
相
が
自
説
を
長
々
と
述
べ
る
だ

け
の｢

審
議｣
で
通
し
て
し
ま
う
、
空

洞
化
激
し
い
国
会
を
見
せ
つ
け
ら
れ

条
例
制
定
に
向
け
、
検
討
委
員
会
へ
の
高
校
生
の
参
加
、
子
ど

も
委
員
会
を
発
足
さ
せ
る
な
ど
子
ど
も
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

検
討
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
「
子
ど
も
の

権
利
わ
い
わ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
が

直
接
上
田
市
長
に
意
見
を
伝
え
ま
し
た
。 

（
中
央
が
上
田
さ
ん
、
２
０
０
５
年
３
月
） 

 

「札幌市子どもの権利条例」を提案・制定 

チェルノブイリ原発事故被災地で 1996 年から約 5 年半にわた

り、医療支援活動をしてきた菅谷昭さん（長野県松本市長）との

対談では、福島原発事故後の政府の対策が不十分であると指摘さ

れました。放射性物質を公害物質として位置づけ、排出者責任を

盛り込んだ｢放射能汚染防止法」を制定する札幌市民の会主催。 

            （2012 年 2 月） 

た
。
挙
句
の
果
て
は｢

憲
法
審
査
会｣

が
再
開
し
、
風
当
た
り
の
強
い
９
条

は
当
面
棚
上
げ
し
、｢

緊
急
事
態
宣

言｣
｢

環
境
権｣

｢

参
議
院
選
挙
改
革｣

｢

財
政
規
律｣

な
ど
を
議
論
し｢

憲
法

改
正
ア
レ
ル
ギ
ー｣

の
解
消
に
努
め
る

模
様
だ
。｢

２
０
１
２
年
改
憲
草
案｣

は
表
向
き
前
提
と
し
な
い
改
憲
論
議

を
と
言
い
な
が
ら
、
そ
の
根
底
に
あ

る
思
想
は
、｢

美
し
く
勁
い
国
」
で

あ
っ
て
「
家
族
の
協
力
義
務
」
条
項

に
代
表
さ
れ
る
思
想
は
、｢

介
護
の

社
会
化
」｢

子
育
て
の
社
会
化
」
が

目
指
す
女
性
の
社
会
的
活
動
躍
進
を

逆
行
さ
せ
る
。｢

緊
急
事
態
条
項
」

は
ま
さ
に
韓
国
の
国
家
保
安
法
、
日

本
の
か
つ
て
の
治
安
維
持
法
に
酷
似

し
、
あ
ら
ゆ
る
基
本
的
人
権
が
危
殆

に
曝
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

国
会
を
ま
と
も
な
野
党
勢
力
拡
大

に
注
力
し
な
け
れ
ば
。
年
明
け
に
、

そ
う
思
っ
た
。 

  

「
戦
争
さ
せ
な
い
市
民
の
風
・
北
海
道
」

共
同
代
表
を
務
め
る
。 

 

上田 文雄（弁護士、前札幌市長） 

●プロフィール・うえだ ふみお  

幕別町生まれ 1948 年～2025 年。中央大学法学部卒業。78 年弁護士登録。少年事件や

医療事故等で困っている人などの弁護活動に取り組む。2003～15 年札幌市長。弁護士と

して活動する傍ら｢戦争させない市民の風・北海道｣共同代表を務めた。著書に『医療はかく

裁かれた』など。 

 

市民参画のまちづくりを 


